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今号からは本題の「認知症に対するサプリメント」
についてお話しします。人間の認知症を専門とする医
者が所属している認知症予防学会において、2022年
までに認定（効果があると証明）されたサプリメント
は「βラクトリン」「オキシカット」「フェルガード」
だけです。その他にも独自の試験をして認知症の一つ
または複数の症状に対して効果を学会や専門誌に発表
公開しているものも多数存在します。ここでは、その
ような数々の成分や製品について、動物への可能性も
含めて順にお話ししていきます。

1．「βラクトリン」
βラクトリンはチーズや乳製品などの発酵食品に含

まれる成分で、約 3カ月で記憶力改善など認知機能
の改善が複数報告され認知症学会に認定された成分で
す。βラクトリンは動物においてどのくらいの量で効
果があるかはまだ検証されていないようです。また、
記憶力については動物では明確な効果がわかりづらい
と思われます。

2．「オキシカット」
オキシカットは製品名です。コエンザイムQ10や
複数のビタミン、アミノ酸など多くの成分が配合され
た製品で岡山大学が製品の抗酸化作用により人の認知
症スコアが 3～ 6ヶ月で改善したことを報告し効果
が認定されました。かなり多くの成分が含まれている

ので、動物でそのバランスで有効かどうかは疑問の余
地がありますし動物種による副作用も検証が必要で
す。

3．「フェルガード」
フェルガードはフェルラ酸とガーデンアンセリカが
成分の製品名です。人においてアミロイドβを抑制し
認知機能を改善する効果が認定されました。フェルラ
酸はマウスで抗酸化作用が、ガーデアンンセリカは神

経再生を促進する可能性が報告されています。
このフェルラ酸は米ぬかに多く含まれる成分で、玄
米の他小麦や大麦など穀物の表層近くに存在し、また、
コーヒー豆やピーナッツの薄皮にも含まれています。
フェルラ酸は、動物用のサプリメントとして「ガード
ワン」という製品が市販されています。次回は「ガー
ドワン」について、動物行動学専門医の報告にも触れ
ご紹介したいと思います。
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